
文化財保存科学研究部会（2018）



文化財保存科学研究部会の特色

◼文化財保存を科学的に研究することと筑後地域
の伝統工芸を結びつける。

◼開設時の2007年から、医学部教員も部会員に
登録して共同研究を進めており、文医融合の
研究体制

研究活動のテーマ

◼クララ研究
◼八女手漉き和紙研究
◼久留米絣・藍染め研究
◼クールジャパンの活動
◼九州国立博物館との連携



文化財保存科学研究部会（2018）

◼イタリア事業

◼公開講座

◼ Webサイト構築

◼ KOUGEI EXPO

◼和紙の輸出



5月15日 ローマのローマ日本文化会館

筑後の伝統工芸を紹介するワークショップ
・八女和紙の手漉きのデモンストレーション
・久留米絣の展示と解説
・筑後の伝統工芸品の展示と解説
・展示パネル解説（八女伝統工芸館伝統工芸パネル17点)
・DVD上映

八女和紙による文化財の修復や久留米絣の天然藍による
防虫・防菌効果などの価値についてPR

5月16日から18日
フィレンツェの文化遺産・保存国際学会

八女手漉き和紙と久留米絣の動画放映、作品展示、解説

イタリア事業



■団員リスト：団員名と役割 計７人

《大学教員》
狩野啓子 （団長、プロデューサー、講演者）
神本秀爾 （会場設営責任者、通訳）
大場はるか（会場設営補助、通訳）
矢野英子 （司会、通訳）

《伝統工芸実演者》
溝田俊和 （八女手漉き和紙）
松枝哲哉 （久留米絣）
松枝小夜子（久留米絣）

＊（左３人目）イバーノ・フランカヴィラ氏



イタリアでの２大行事の実現の要因

• １.国際交流基金の助成

• ２.支援者からの寄付

• ３.関係自治体（八女市・久留米市・うきは市）と
久留米大学の支援協力

• ４.八女和紙、久留米絣それぞれの製作者が現地
で実演することができた

• ５.ローマで八女和紙紙漉きの実演が可能になった
（日本文化会館と秋山氏の協力）





































公開講座

演 題 講 師 開催日 会場

日本の伝統工芸も継承と活用
九州国立博物館 元館長

三輪 嘉六 9月25日（火）

福岡サテ
ライト

筑後の伝統工芸のさまざま
久留米大学文学部 准教授

大庭 卓也 10月 2日（火）

「筑後工芸品月間」福岡大会
参加に向けて―八女提灯

久留米大学文学部 講師

矢毛 達之 10月 9日（火）

伝統工芸と柔軟性－久留米絣を
テーマにした楽曲・映像作成の記録

久留米大学文学部 講師

神本 秀爾 10月16日（火）

ドイツの伝統工芸を見習う
―筑後の伝統工芸継承のために

久留米大学文学部 准教授

大場 はるか 10月23日（火）

筑後地方に産する八女和紙，久留米飛白，藍染技術のアピールと
その応用成果を紹介



文化財保存研究部会Webサイト



マリンメッセ福岡（福岡市）で開催された伝統的工
芸品の全国大会「KOUGEI EXPO」に，本学学生がデザ
イン制作に関わった八女提灯を展示。

KOUGEI EXPO（2018年11月2日―4日）


